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(担当)  
生活安全企画課 

身近なところから｢防犯力強化｣を！ 

～みんなで、声掛けあって、被害防止～ 

７月２６日（ 月）、周南市内で、（ ゆめタウンの店員」や（ 銀行協会の職員」をかたる不審電

話が確認されました。この手口は６月中に多発し、キャッシュカードをだまし取られる被害も

発生していますので、このような電話があれば警察への通報をお願いします。 

～６月に認知した被害事例～ 

① 【ゆめタウンの婦人服売り場の店員を名乗る女性】から電話 

 あなた名義のクレジットカードを使って買い物をしようとした女性がいる。」  

 女性は服を買わずに立ち去ったが、クレジットカードを忘れていった。」 

 手元にクレジットカードはありますか。」 

② 【全国銀行協会の職員を名乗る男性】から電話 

 あなたのクレジットカードが悪用された。」 

 あなたのキャッシュカードを使えなくして、新しいカードと交換する。」 

「コロナの関係で手渡しできないので、ポストにキャッシュカードを入れて 

ください。」 

 出先に行っている者がいるので寄らせます。」 

③  被害者がキャッシュカード２枚を封筒に入れ、自宅玄関のポストに入れておい

たところ、犯人が、キャッシュカードを持ち去り、被害者のキャッシュカード２

枚を使用して、現金合計１６６万４，０００円を引き出したもの。 

 


